
令和７ 年 3 月 31 日

8 時 00 分から 14 時 00 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
自立：基本的生活習慣を整え、身体と心のコントロールができるようになる。自立：しなやかな身体と心をもって意欲的に行動できるようになる。繋がり：人と人との結びつきが心と心
の繋がりとなる。親子と繋がり、仲間と繋がり、地域と繋がり、次第に大きな輪となっていく。

事業所名 はぐみなの響 作成日支援プログラム

朝の会の時に１日の流れを伝えるとともに、自分で立てた予定を確認して見通しを持って生活できるように設定しています。必要に応じて絵カードや個々への声掛けを行うことで児童の
理解へとつなげています。児童の発達段階や興味に応じて教具や玩具を設定し、主体的に本人が遊びこめる環境を整えています。

発語がゆっくりな児童にとっても安心して過ごしやすい環境を整え、児童理解を常に各職員が意識しています。遊びや活動、わらべ歌・絵本・オノマトペ等を通してスキンシップやコ
ミュニケーションを取っています。気持ちが上手く言葉にできない場合は職員が児童の代弁を行い今どんな気持ちなのかを自ら判断できるようサポートしていきます。

自己の確立をまず目指し、集団への参加を少しずつ意識できるよう計画を立てていきます。友達や職員と関わり合う中で信頼関係を結び、困っているときに助けを求められるよう声を掛
けていきます。朝の会（あずきちょの会）や給食の配膳では他児を意識する場面が多く、活動の中では職員が手本や関わりの仲介に入ることで社会性を育てています。

支援方針 一人ひとりが主人公となり「対話する保育」を目指す。子どもが持っている宝物を見つける保育そして、一人ひとりの発達（遊び）に寄り添った保育を行う。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等 P&A（制作活動）、食育、書道、保護者会、親子ふれあいうんどう遊びの会、苗植え、稲刈り、クリスマスコンサート等

家族支援
個別支援計画の説明、定期評価、年度末評価と少なくとも３回の保護者様との
面談を行います。また、必要に応じて随時面談の機会をとる場合もあります。

移行支援
進学先の小学校に訪問し児童の情報共有を行います。また、並行通園先の
幼稚園や保育園に対してのモニタリングを半年に１回以上行います。モニ
タリングは必要に応じて随時行う場合もあります。

地域支援・地域連携
隣接する保育園の児童と共有スペースで遊ぶことで事業所のみならず多くの児
童と関わることができます。合同で行う行事もあります。

職員の質の向上
市が主催する児童発達支援に関する各種研修に参加しています。法人内で
月１回のMTを行い、保育や発達の研修を行っています。

支　援　内　容

基本的な生活習慣を身に着けるために、身支度や給食の準備・排せつ等を個々の発達に応じて行っていきます。また、自らの活動予定を考えるプログラムを用いて、見通しを持って１日
を過ごし、１日の終わりでは自分の決めた予定に対しての振り返りを行うことで達成感や次回の目標に対しての対話を職員と行っています。

毎日のリズム運動を行うことで、身体の様々な箇所へ刺激を与えていきます。種目としては幅広い年齢層が行えるものを採用し、個別での対応も行っています。また、園庭は自然の中で
めいいっぱい身体や感覚を使った遊びができるよう環境を整え、豊かな感性を育む主体的な遊びを展開しています。
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